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はじめに

①なぜ「感染症」を扱うのか。

→2020年の子どもたちにとって感染症はまさに今起こっている
切実な問題。歴史的分野の学習を通して過去と現在とをつなげる。

しかし目的は「感染症」を教えることではない。

「テーマ史が一つ増えた」で終わらせない。

②教材化のプロセス

教材自体が「自己目的化」しないように心がける。あくまで教材
研究とは「既存の授業がより良くなるため」に行われるべき。

歴史的分野の学習を「感染症」という切り口から見ていきたい。



推移とつながりに着目する

資料５



※教科書冒頭の「歴史的な見方・考え方」に関する記述部分の抜粋
詳しくはスライド最後の参考文献をご覧ください



「思い込み」
のこわさ※書籍：ロスリングほか

『Factfullness』2019 日経BP
の表紙が掲示されていました



※18世紀の世界貿易および奴隷船に関する教科書の記述と図表
詳しくはスライド最後の参考文献をご覧ください



※先住民インディオの人口減少に関する教科書の記述と図表
詳しくはスライド最後の参考文献をご覧ください



「数字」を流してしまう危険性

• 1530年～1610年までの８０年間で約２４１４万人減っている

• １年間で約３０万人

• １ヶ月で約２．５万人

• １日で約833人

• １時間で約３５人

• ２分で１人以上死んでいる

→本当にそんなことが起こりうるのか。

虐殺では説明がつかない。他の要因があるのではないか。



※書籍：ジャレド・ダイヤモンド/倉骨彰
訳「銃・病原菌・鉄」2012 草思社文庫の

表紙が掲示されていました。
詳しくはスライド最後の参考文献をご覧く

ださい



「病原菌」によって先住民は減少した。

• 人間は与えられた環境の中で、トライアンドエラーを繰り返し、最
良の行動を選択していく。

• 人種の違いではなく、環境の違いが「銃」「鉄」の使用、そして
「病原菌」に対する抗体をもつことになる。

★ヨーロッパの人が人種的に優れていた？

→NO

• 「縦長」の大陸と「横長」の大陸の違い

→気候が（ほぼ）同じユーラシア大陸の方が、人の移動はしや

すい（ex.シルクロード）

→地理的要因が歴史的事象に影響を与えた。（歴史地理学）



※ケッペンの気候区分の図
詳しくはスライド最後の参考文献をご覧ください



「ペストの流行」の歴史的意義は何か

※ペスト流行に関する教科書の記述とイラストの抜粋
詳しくはスライド最後の参考文献をご覧ください



※生徒の授業の感想が掲示されていました



※生徒の授業の感想が掲示されていました



※生徒の授業の感想が掲示されていました
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